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立
山
は
、
国
家
鎮
護
を
祈
る
修
験
の

山
か
ら
近
年
の
立
山
登
拝
ま
で
、
連
綿

と
登
り
続
け
ら
れ
た
霊
山
で
あ
る
。
本

来
、
室
堂
は
地
名
で
は
な
く
、
宿
泊
施

設
「
室
堂
」
と
い
う
建
造
物
を
指
す
。

こ
こ
は
、
歴
史
文
化
、
自
然
な
ど
野

外
博
物
館
の
中
心
地
。
事
前
に
立
山
自

然
情
報
セ
ン
タ
ー
に
立
ち
寄
り
、
情
報

を
仕
入
れ
て
か
ら
歩
き
た
い
。

①
供
養
塔

立
山
自
然

保
護
セ
ン
タ

ー
を
出
る

と
、
左
手
に

「
立
山
玉
殿

た
ま
ど
の

の
湧
水
」
が

あ
る
。
立
山

直
下
か
ら
湧
出
し
、
日
本
名
水
百
選
に

も
選
ば
れ
て
い
る
清
水
だ
。

そ
こ
を
過
ぎ
、
室
堂
平
の
中
心
に
あ

る
広
場
へ
と
進
も
う
。周
囲
は
、チ
ン
グ

ル
マ
や
イ
ワ
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
、
高
山
植

物
の
お
花
畑
と
な
っ
て
い
る
。
歩
道
以

外
は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

供
養
塔
は
高
さ
五
・
三
メ
ー
ト
ル
。

室
堂
平
は
冬
季
七
〜
八
メ
ー
ト
ル
の
降

雪
が
あ
り
、
塔
の
頭
が
顔
を
出
す
の
は

五
月
中
旬
頃
で
あ
る
。
こ
の
塔
は
、
遭

難
し
た
人
た
ち
の
供
養
の
た
め
に
昭
和

十
一
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
。
塔
の
四

面
に
梵
字
、
造
立
年
な
ど
が
陰
刻
さ
れ

て
い
る
。

②
室
堂
平
の
石
仏
・
石
碑

一
ノ
越

へ
の
登
山

道
へ
進
み
、

「
室
堂
」
の

建
物
を
目

指
し
て
行

く
と
、
石

祠
内
に
石

塔
が
祀
ら

れ
て
い
る
。
台
座
に
「
三
十
二
番
」
と

あ
り
、
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
の
分

霊
で
あ
る
。
塔
身
に
千
手
千
眼
観
音
を

浮
き
彫
り
し
た
笠
塔
婆
型
の
塔
で
、
文

化
八
年
の
造
立
年
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

里
の
岩
峅
寺

い
わ
く
ら
じ

を
基
点
に
、
三
十
三
体
が

道
中
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

最
終
の
「
三
十
三
番
」
は
か
つ
て
の

ザ
ン
ゲ
坂
に
あ
る
が
、
道
を
浄
土
山
側

に
移
し
た
た
め
に
、
行
っ
て
見
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
ま
た
、
玉
殿
岩
屋
へ
の

道
入
り
口
に
は
「
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
」

と
梵
字
真
言
を
薬
研
や
げ
ん

彫
り
し
た
自
然
石

も
あ
る
。
こ
れ
ら
室
堂
平
に
点
在
す
る

石
仏
や
石
塔
群
は
、
立
山
信
仰
遺
物
と

し
て
す
べ
て
富
山
県
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

③
国
指
定
重
要
文
化
財
「
室
堂
」

修
験
者
や
立

山
参
詣
者
の
籠
こ
も
り

堂ど
う

が
こ
の
「
室

堂
」
だ
。
平
成

四
〜
五
年
に
解

体
修
理
さ
れ
て

新
し
く
見
え
る

が
、
文
献
上
で

知
ら
れ
る
造
立

年
は
、
北
堂
が
享
保
十
一
年
（
一
七
二

六
年
）、
南
堂
は
明
和
八
年
（
一
七
七

一
年
）
と
の
記
録
が
あ
る
。
現
存
す
る

日
本
最
古
の
木
造
山
小
屋
と
さ
れ
る
。

一
棟
に
三
十
本
の
柱
で
建
て
ら
れ
、

一
尺
角
の
立
山
杉
の
柱
の
表
面
は
、
煙

や
煤す
す

で
黒
光
り
し
、
長
い
利
用
の
年
月

を
感
じ
さ
せ
る
。
加
賀
藩
の
直
轄
造
営

に
な
る
も
の
。
基
礎
部
の
発
掘
調
査
に

よ
り
、
十
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
を
ピ
ー

ク
と
す
る
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
。
堂
内

は
自
由
に
見
学
で
き
る
。

④
玉
殿
岩
屋
と
虚
空
蔵
窟

立
山
開
山
の
祖
・
佐
伯
有
頼
あ
り
よ
り

が
立
山

権
現
か
ら
啓
示
を
受
け
た
聖
地
。
伝
承

で
は
白
鷹
と
熊
に
導
か
れ
て
た
ど
り
着

い
た
の
が
玉
殿
岩
屋
と
さ
れ
、
白
鷹
は

不
動
明
王
に
、
黒
熊
は
阿
弥
陀
如
来
と

な
っ
て
示
現
し
、
立
山
の
開
山
を
諭
し

た
と
い
う
。

古
来
、
立
山
参
詣
者
は
必
ず
こ
の
聖

地
を
参
拝
し
た
。
平
成
二
十
三
年
に
一

部
発
掘
調
査
さ
れ
、
珠
洲
す

ず

焼
き
、
土
師
は

じ

器き

、
江
戸
時
代
の
貨
幣
な
ど
中
世
か
ら

近
世
ま
で
の
遺
物
、
柴
灯
さ
い
と
う

護
摩
を
焚
い

た
と
思
わ
れ
る
焼
土
跡
な
ど
が
あ
り
、

こ
こ
は
祭
祀
さ
い
し

場
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

洞
窟
周
辺
の
板
状
節
理

ば
ん
じ
ょ
う
せ
つ
り

は
、
仏
の
座

る
蓮
華
れ
ん
げ

座
に
見
立
て
「
蓮
華
岩
」
と
呼

び
、
近
く
に
あ
る
小
滝
は
「
来
迎
の
滝
」、

手
前
の
羅
漢
石
仏
を
安
置
す
る
洞
窟
は

「
虚
空
蔵
窟
」
と
さ
れ
る
。

こ
の
両
窟
に
生
育
す
る
ヒ
カ
リ
ゴ
ケ

は
、
昭
和
六
十
一
年
に
発
見
記
録
さ
れ
、

富
山
県
で
最
高
所
に
生
育
す
る
も
の
。

氷
河
期
か
ら
の
遺
留
種
と
さ
れ
る
貴
重

な
蘚
苔
せ
ん
た
い

植
物
で
あ
る
。

⑤
ミ
ク
リ
ガ
池
と
ミ
ド
リ
ガ
池

立
山
の
雄
姿
を
湖
面
に
映
す
二
つ
の

池
は
、
ど
ち
ら
も
水
蒸
気
爆
発
に
よ
っ

て
で
き
た
爆
裂
火
口
湖
で
あ
る
。

ミ
ク
リ
ガ
池
の
名
は
、立
山
権
現
の
神し
ん

饌せ
ん

を
調
理
す
る
台
所「
御
厨
み
く
り

」
か
ら
。ミ

ド
リ
ガ
池
は
、こ
の
水
を
水
垢
離

み

ず

ご

り

や
写

経
用
の
水
に
用
い
た
た
め
に「
水
取
り
」

の
転
化
し
た
命
名
な
ど
の
説
が
あ
る
。

⑥
エ
ン
マ
台

地
獄
谷
の
噴
煙
を
見
下
ろ
す
台
地
が

こ
の
エ
ン
マ
台
だ
。
閻
魔
え
ん
ま

大
王
が
冥
府
め
い
ふ

の
十
王
と
と
も
に
、
地
獄
に
堕
ち
た
亡

者
を
こ
こ
で
裁
く
と
さ
れ
る
。

立
山
の
地
獄
は
、
古
代
説
話
集
の

『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』、『
今
昔
物

語
集
』
に
語
ら
れ
て
お
り
、
日
本
国
中

に
知
れ
わ
た
る
畏
怖
さ
れ
た
名
所
で
あ

る
。立

山
第
四
期
の
火
山
活
動
に
よ
り
水

蒸
気
爆
発
し
た
火
口
で
、
か
つ
て
は
湯

泉
湖
だ
っ
た
が
、
そ
の
両
端
が
決
壊
し

て
地
獄
谷
が
形
成
さ
れ
た
。

エ
ン
マ
台
か
ら
は
地
獄
谷
の
噴
煙
や

地
獄
の
浄
土
と
さ
れ
る
伽
羅
陀
山

か

ら

だ

せ

ん

、
川

が
谷
の
中
の
分
水
嶺
に
よ
っ
て
、
左
右

に
分
か
れ
て
流
れ
る
様
子
、
活
発
な
火

山
活
動
な
ど

が
よ
く
観
察

で
き
る
。
エ

ン
マ
台
の
東

に
「
血
の
池
」

地
獄
が
あ

り
、
か
つ
て

は
施
餓
鬼
供

養
も
行
わ
れ

た
と
い
う
。

な
お
、
み
く

り
が
池
温
泉

前
か
ら
続
く

地
獄
谷
歩
道

は
噴
気
活
動

が
活
発
化
し

て
い
る
た

め
、
当
面
通

行
禁
止
と
さ

れ
て
い
る
。

⑦
山
崎
カ
ー
ル

地
獄
谷
の
反
対
側
、
立
山
方
向
に
目

を
向
け
て
み
よ
う
。
立
山
雄
山
お
や
ま

直
下
に

ス
プ
ー
ン
で
削
っ
た
よ
う
な
地
形
が
見

え
る
。
こ
れ
が
氷
河
地
形
の
山
崎
カ
ー

ル
だ
。
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
年
）、

東
大
地
理
学
者
の
山
崎
直
方
な
お
ま
さ

に
よ
っ
て

発
見
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五

年
）
に
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

主
峰
立
山
の
東
面
に
は
「
真
砂
沢
カ

ー
ル
」、「
御ご

前
沢
ぜ
ん
さ
わ

カ
ー
ル
」、「
内
蔵
く
ら
の

助す
け

カ
ー
ル
」
な
ど
の
カ
ー
ル
地
形
が
あ
り
、

近
年
、
こ
の
カ
ー
ル
に
氷
河
が
現
存
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

⑧
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
息
域

室
堂
平
を
中
心
と
す
る
約
千
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
、
約
三
百
羽
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が

す
み
、
生
息
密
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
室
堂
平
か
ら
眺
め
る
山

域
す
べ
て
が
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
息
域
と

い
え
る
。

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
な
わ
ば
り
形
成
期
の

四
〜
六
月
は
、
オ
ス
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が

飛
び
回
り
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
鳴
き
声
が

響
い
て
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
観
察
す
る
に

は
最
適
期
。
周
囲
の
ハ
イ
マ
ツ
群
落
は

ラ
イ
チ
ョ
ウ
に
と
っ
て
は
か
く
れ
家
で

あ
り
、
休
息
地
で
も
あ
る
。

ま
た
、
メ
ス
の
産
卵
育
雛

の
重
要
な
場
所
と
な
り
、

ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護
柵
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

室
堂
平
・
エ
ン
マ
台
コ
ー
ス
（
一
周
約
3
km
／
約
2
時
間
）

立
山
は
、
国
家
鎮
護
を
祈
る
修
験
の

山
か
ら
近
年
の
立
山
登
拝
ま
で
、
連
綿

と
登
り
続
け
ら
れ
た
霊
山
で
あ
る
。
本

来
、
室
堂
は
地
名
で
は
な
く
、
宿
泊
施

設
「
室
堂
」
と
い
う
建
造
物
を
指
す
。

こ
こ
は
、
歴
史
文
化
、
自
然
な
ど
野

外
博
物
館
の
中
心
地
。
事
前
に
立
山
自

然
情
報
セ
ン
タ
ー
に
立
ち
寄
り
、
情
報

を
仕
入
れ
て
か
ら
歩
き
た
い
。
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●
自
然
探
勝
路
ガ
イ
ド
①
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供
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室
堂
平
の
石
仏
・
石
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国
指
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重
要
文
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財

「
室
堂
」

3

玉
殿
岩
屋
と
虚
空
蔵
窟

こ
く
う
ぞ
う
く
つ

4

ミ
ク
リ
ガ
池
と

ミ
ド
リ
ガ
池
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エ
ン
マ
台

6

山
崎
カ
ー
ル

7

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
息
域

8

西国三十三所分霊32番エンマ台を中心とした浄土山と地獄谷

エンマ台から見た地獄谷の堆積物

室堂平全景

山崎カール

虚空蔵窟

ミクリガ池
佐藤 武彦（立山自然案内人）
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